
取材に応じてくれたのは大前純一氏。ア

メリカのネットワーク事情についての著作

もある朝日のスター記者の一人だが、渡さ

れた名刺には「電子電波メディア局　企画

開発セクションマネジャー」とある。まず、

ネットワークビジネスの受け皿となるこの

部局の成り立ちと、大前氏のポジションか

ら説明してもらった。

「この局ができたのは今年の4月のことな

んですが、そもそも『局』というのは大げ

さだと思いませんか？　これまでの新聞社

でいうなら編集局とか広告局とか販売局と

か、それぞれ何千億のお金を動かしている

大きなまとまりを『局』と呼んできたので

すが、それができたばかりのこの組織につ

いているのは異例のことかもしれません。そ

こには、当社の社長もいうように「新聞、

出版に続く収益の柱にしたい」という意味

が込められています。もちろんすぐさまそ

うなるわけではありませんが、このセクショ

ンは、いってみれば電子メディアビジネス

というマーケットに斥候に出る西部騎兵隊

の役目を担っているわけです」（大前氏）

この局のなかには、情報を収集するセク

ション、それを蓄積するセクション、そし

て提供するセクションがあり、大前氏は提

供するセクションの責任者である。

「asahi.comが目立つものですからインタ

ーネットばかりやっているセクションと思わ

れがちなんですが、電子化された情報を提

供していくという意味で、それ以外にもい

ろいろやっています。その1つが、法人向け

の新聞記事のインハウスデータベースです。

どういうものかといいますと、ネットワーク

のホストに対してゴソッと新聞記事のデー

タを貸し出し、端末１台につき定額料金を

設定し、あとは使いたいだけ使えるという

ものです。パソコン通信サービスなどでも

記事データベースの提供はしていますが、

このインハウスデータベースは時間課金で

はなく定額料金で、しかもキーワードでな

く全文検索。松下や新日鉄が開発した高

速の全文検索エンジンでサーチして使って

もらうものです。じつは電子電波メディア

局を設立して最初に商品発表したのがこれ

で、asahi.comはその次のプロジェクトに

なります」（大前氏）

企業の経営指標に、固定資産や流動資産

に加えて「情報資産」という項目があったと

したら、新聞社は優良企業ランキングの上

位に名を連ねるに違いない。それには、もち

ろんその資産を使いたい人の求めに応じて

提供する手段が整っていなければならない。

文字情報中心の新聞の情報資産はデジ

タルになじみやすいため、テレビ局と比べ

てみてもはるかに「情報資産」の資産価値

のポイントは高くなるわけだ。
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インターネットの海のなかでは個人の趣味的な情報発信も大メディアの提供する情

報も、ある意味では「同じもの」であり、同時に大きく「違うもの」である。8月10日から

速報ニュースを柱にしたWebサイト「asahi.com（アサヒ・コム）」を開設した朝日新聞

社は、どのような形でインターネットビジネスに関わっていこうとしているのだろうか。

レポート 喜多充成

写真提供：朝日新聞社
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1～3時間の間隔で
情報を更新

そして本論の「asahi.com」である。サ

ーバーのアドレスに“com”とあることか

らも分かるように、場所はアメリカ。電子

新聞の試みを世界に先駆けて行っている

『サンノゼマーキュリーニューズ』（カリフ

ォルニア州）というローカルペーパーと提

携し、同社の本社ビルの一室にサーバーが

置かれている。

ネットワークにつながっていさえすれば、

サーバーは世界のどこにあってもかまわな

いわけで、アメリカ西海岸から行う日本語

ニュース（英語もあるが）の情報発信は、

まさにそれを実践していることになる。

「アメリカにサーバーを置いた理由は、お

分かりと思いますが、1つには時差を生か

せるという点です。

東京で発行する朝刊最終版の作業が終

わるのは午前1時を回るころです。もしこ

の後の作業も続けるなら社員はへとへと。

午前2時出社というシフトを組むとしても、

深夜の交通費などコスト面もそうですが、

何より非人間的ですよね。担当者の生活を

考えると現実的ではありません。

ですが、米国西部時間では東京の作業終

了が前日のビジネスアワーが始まる時間に

あたります。日本の深夜から未明にかけて

の時間帯で東京から送った記事や写真をセ

レクトし、ページを整え、登録する。作業

的にも無理はないし、このための要員をア

メリカに駐在させたとしても、日本でやる

よりコストはむしろ安いくらいです。翌朝、

日本でビジネスアワーが始まる時間には作

業を引き継ぐわけですから、情報の更新も

短いサイクルで行えます」（大前氏）

ホームページの「asahi.comのニュース

は、随時更新されています。適宜『Reload』

ボタンを押して最新の内容をご確認くださ

い」というただし書きにもあるとおり、確

かに1～3時間の間隔で情報が更新されて

いるようだ。ニュース情報が中心だから当

たり前といえば当たり前なのだが、人気サ

ーバーの必要条件「こまめな情報更新」は

クリアしているわけである。

だが、西海岸にサーバーを置いた理由は

時差だけではない。むしろ

その土地柄こそ、時差メリ

ット以上に大きなファクタ

ーという。「サンノゼマーキ

ュリーニュース」のあるカ

リフォルニア州サンノゼ市

はサンフランシスコの南、

車で約1時間ほどの距離に

あるが、ここは世界のコン

ピュータ産業の中心地であ

るシリコンバレーのど真ん

中というわけだ。

「光ファイバーのLAN回

線の工事業者がボロボロの

バンでやってきて、水道工

事でもするように手際よく

仕上げて帰っていく。サー

バーの調子がおかしいとなると、去年まで

学生だったというフリーのコンサルタント

がリモートで調整しにきてくれて、彼がち

ょこちょこっと手を入れるとさっきまでと

同じ機械だとは思えないほど、きびきびと

動くようになる。こういう人間がいっぱい

いるんです、あの土地には。インターネッ

トカルチャーの層の厚さを感じますね」（大

前氏）

大前氏のインターネットとの出会いは80

年代なかばのこと。会社からの派遣でMIT

（マサチューセッツ工科大学）のメディアラ

ボに1年間留学して研究生活を送ったが、

その際に触れたARPA NETに強い影響を受

けたという。

「アカデミックユースといいながら、読書

サークルやゲームソフトの情報交換、ある

いは『鹿のいる牧場売りたし』なんて広告

まで流通している。ひじょうに幅が広くダ

イナミックな情報交換の道具として使われ

ているのを見てすごく感動した記憶があり

ます。

新聞記者として紙というメディアに記事

を書くことを仕事にしているわけですが、

それ以外のメディアが出てきて、それが当

たり前のものとして定着する可能性は十分

にあると感じましたね」（大前氏）
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すでに独立採算でやっていける
だけの広告収入

インターネットの時代には誰もが情報の

発信者になれる。が、サーバーに情報を上

げただけで、世界中の人が見に来てくれる

わけではない。始めることは易しくとも、

それを多くの人に知らせ、定着させること

は難しい。

asahi.comでいえば、スタートさせるに

あたってはインターネットカルチャーのど真

ん中であるシリコンバレーを選んだことで

最初のハードルはクリアできた。つまり

「箱」はここで用意できた。「中身」も新聞

に載せる記事を提供するわけだから問題な

い。問題はこのサービスが「定着」するか

どうかという点である。

「我々がやっていることはアマチュアの情

報提供ではありません。単にサーバーを立

ち上げることが目的なのではなく、それが

サービスとして根付くかどうかを確かめよ

うという意図があります。広告でちゃんと

お金をもらえるレベルのものにしなければな

らないし、それを目標にしてもいました。

実験的ではあるけれども実験とは呼ばなか

ったのは、そういう理由があるからなんで

す」（大前氏）

必要なものは「箱」と「中身」ともう1

つ、「お金」だった。そして現在すでに、

asahi.comは独立採算でやっていけるだけ

の広告収入をあげているという。「インター

ネットで世界に向け情報発信を」とサーバ

ーを立ちあげる企業はとみに増えたが、こ

うやって継続的に「お金」が回っていくシス

テムまでできているところはそう多くない。

日本語で情報発信するサーバーに限る

と、asahi.comがインターネットビジネスの

最先端を行くサーバーといえるのは、まさ

にこの点なのである。

「といっても広告掲載料金を決めるのは

たいへんでした。ある部分、雑誌の真似を

したんですね。うちのサーバーに対するヒ

ット数でいくと1日あたり35万ヒットある。

1ページあたり6ヒットぐらい発生する設計

にしていますので、ページにすれば35万割

る6で合計6万ページ分ぐらい。毎日6ペー

ジを約1万人が見ている計算になる。これ

に1か月30日を掛けると180ページで30万

人の購読者がいる月刊誌。ただこれは直接

のヒット数で計算した場合で、プロキシー

サーバーでキャッシュされているものを見て

いる人もいることを考えると、その5～10

倍にはなるんじゃないですか」（大前氏）

基本的に新聞の広告はまず部数によって

ランクづけされ、占める面積と場所によっ

て金額が決まってくる。

一番目立つから第一面が高いかという

と、ここには3段分のスペースを6つに分割

して書籍広告だけが入るという慣習もある。

いかにも記事に見えるような広告でも、広

告である場合にはちゃんと【全面広告】や

「企画・朝日新聞広告局」といったクレジ
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asahi.comのホームページ

ニュース速報では新聞よりも早く
事件が報道される。

jhttp://www.asahi.com/

サーバーアドレス
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ットが入るなど「広告のスタイル」は固ま

っている。

Webページの中の広告が従来の新聞広告

と最も大きく異なるのは、そのために「紙

面を割く」必要はほとんどないということ

だ。企業のロゴマークの入ったリンクボタ

ンを設けるだけでいい。もちろん従来の広

告と同じようにサーバー上に別のスペース

を設けた企画広告も行われているが、基本

的にはリンクが中心だ。

「さっきの計算でいけば、少なくとも150

万部出ている月刊誌と同じになります。

少々荒っぽい計算かもしれませんが、こう

説得したら広告主さんは納得してくれまし

た」（大前氏）

「マルチメディアグランプリ」の
ネットワーク部門特別賞を受賞

asahi.comがインターネットの中で「定

着」したことを印象づける出来事があった。

11月7日、財団法人マルチメディアソフト

振興協会と通産省が共催する、今年で10

年目を迎えるマルチメディア業界では最も

古く権威のある賞の1つ「マルチメディアグ

ランプリ」のネットワーク部門特別賞を受

賞したのである。

「11月2日に通算接続数が2000万件を突

破、平日の平均接続数は40万件と国内で

最大手のサービス。ビジネス利用に踏み込

んだ内容が評価され、ネットワーク部門審

査委員長の武邑光裕・京都造形芸大助教

授は『このメディアの産業としての可能性

を印象づけた』と講評した」（11月８日付

「紙」の朝日新聞より）

輪転機を回し、トラックで輸送し、多く

の人の手を経て家庭にまで配達される新聞

を、我々は当たり前のものとして受け取っ

てきた。軽くて扱いが容易、セレクトされ

た情報が高密度にパッケージングされた、

じつに便利な媒体だ。読まないと一日が始

まらないという人も多かろう。その新聞が、

インターネットの時代を迎えて大きく変貌

を遂げつつある。生活に密着し、空気のよ

うに当たり前のものと我々が考えている新

聞だからこそ、これが変われば、それに伴

って訪れる変化も大きい。いよいよ、そう

いう変化が始まりを告げたといえないだろ

うか。

「我々はコンピュータの専門家でもなけれ

ばネットワークの研究者でもない。情報を

流通させる便利な道具ができた、じゃあ

「道具」として使ってみよう、と。そのぐ

らいに気負いを持たずにスタートしました。

コンテンツの組み立ても、ビジネスとし

ての組み立ても、ここをこうしよう、ああ

しようと考えている日々が続いています。

自分でやってみたら、こんなに楽しくやれ

るのかと」（大前氏）

中心人物がこれなのだから当面

asahi.comの一人勝ちは続きそうである。
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インターネットビジネス利用の現場から

記事は頻繁に更新されている。

各ページのいちばん下には他のトピックへ
とぶボタンが用意されている。
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